
鳴瀬川水系における

令和元年台風第１９号に伴う出水概要
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１．令和元年１０月洪水（台風第１９号）の概要

台風第１９号の影響により東北地方の太平洋側で非常に激しい降雨となり、鳴瀬川水系流域６観測所において、既往
１位を観測した。
鳴瀬川上流青野雨量観測所では、総降雨量は４００mmを超える降雨となった。
仙台管区気象台は１２日１９時５０分、宮城県に大雨特別警報を発表した。

（1）鳴瀬川水系の降雨状況
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難波

嘉太神

明石

青野半森山

寒風沢 北川内

小野田

升沢

鳴瀬川

吉田川

200mm
200mm

400mm
300mm

300mm

吉田川

鳴瀬川

凡 例
200mm以下
200mm～300mm

300mm～400mm
400mm以上

観測所名 小野田 升沢 寒風沢 北川内 青野 半森山 明石 難波 嘉太神
読み おのだ ますざわ さぶさわ きたかわうち あおの はんもりやま あかし なにわ かだいじん

水系名 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川
河川名 鳴瀬川 花川 田川 田川 大滝川 筒砂子川 西川 南川 吉田川
所在地 加美郡加美町内谷地 黒川郡大和町吉田字升沢 加美郡加美町宮崎字寒風沢六番 加美郡加美町北川内字藁野 加美郡加美町字鹿原小梨沢 加美郡加美町字漆沢岳山国有林 黒川郡富谷町明石字西ノ入 黒川郡大和町宮床字新田下 黒川郡大和町吉田字大森

平成23年9月20日22時 平成27年9月10日2時 平成27年9月10日5時 平成27年9月10日7時 昭和61年8月4日12時 平成11年8月13日6時 昭和61年8月4日13時 平成27年9月10日8時 平成27年9月10日7時

236 312 241 227 297 230 299.5 329 327
既往１位 既往1位 既往２位 既往３位 既往１位 既往１位 既往３位 既往１位 既往１位

令和元年10月12日3時 令和元年10月12日4時 令和元年10月12日5時 令和元年10月12日3時 令和元年10月12日4時 令和元年10月12日5時 令和元年10月12日3時 令和元年10月12日3時 令和元年10月12日4時

238 388 208 165 402 271 242 348 374
総降雨量(mm) 245 402 217 172 410 276 252 358 386

既往最高

R1.10.12洪水

※上記に記載の日時は、24時間雨量観測範囲の開始時間
※24時間雨量は観測期間のうち、24時間雨量が最大となる期間としている。
※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。



2019.10.13 国土地理院撮影

落合

粕川 幡谷

小野

鹿島台高田橋

新田橋

塩浪

高倉橋 三本木橋
下中の目 野田橋

竹谷

鹿島台

小野

野蒜

鳴瀬川→

吉田川→

鳴瀬川流域の鳴瀬川・吉田川・善川・竹林川の１６観測所のうち
１１観測所で観測史上第１位の水位を観測。

吉田川筋の観測所では６観測所において計画高水位を超過。

【水位観測所位置図】

※最高水位は正時の水位による比較となっている。
※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。

善川

竹林川

吉田川

観測所名 高倉橋 三本木橋 下中ノ目 野田橋 竹谷 鹿島台（鳴瀬） 小野（鳴瀬） 野蒜
読み たかくらばし さんぼんぎばし しもなかのめ のだばし たけや かしまだい（なるせ） おの（なるせ） のびる

水系名 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川
河川名 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川
位置 右39.26K 左35.61K 右30.02K 右24.60K 左17.24K 右8.99K 右4.18K 右0.50K

所在地 宮城県大崎市三本木 宮城県大崎市三本木 宮城県大崎市松山下 宮城県大崎市松山千石 宮城県遠田郡美里町 宮城県宮城郡松島町 宮城県東松島市川下 宮城県東松島市野蒜

計画高水位 － 7.97 8.47 7.88 － 9.41 6.70 4.95
はん濫危険水位 － 6.40 7.80 6.70 － 8.50 － －
避難判断水位 － 6.00 － 6.40 － 7.90 － －

はん濫注意水位 － 5.00 5.50 4.50 － 5.50 － 3.00
水防団待機水位 － 4.00 4.00 4.00 － 4.50 － 2.40

平成27年9月13日3時 昭和25年8月4日12時 平成27年9月11日5時 平成27年9月11日6時 平成27年9月11日7時 平成27年9月11日9時 平成6年9月30日18時 平成23年3月11日16時

9.13 7.60 7.23 6.71 7.01 8.21 6.05 5.96
令和元年10月13日3時 令和元年10月13日4時 令和元年10月13日5時 令和元年10月13日7時 令和元年10月13日7時 令和元年10月13日9時 令和元年10月13日6時 令和元年10月13日3時

9.44 7.15 7.40 6.74 7.26 8.24 5.37 3.74
既往１位 既往２位 既往１位 既往１位 既往１位 既往１位 既往９位 -

- - - - - - - -

既往最高

R1.10.12洪水

計画高水位(HWL)

【吉田川の氾濫状況】

写真

鶴田川

観測所名 高田橋 落合 粕川 幡谷 鹿島台（吉田） 小野（吉田）塩浪（善川）新田橋（竹林川）

読み たかだばし おちあい かすかわ はたや かしまだい（よしだ） おの（よしだ） しおなみ にったばし
水系名 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川
河川名 吉田川 吉田川 吉田川 吉田川 吉田川 吉田川 善川 竹林川
位置 左31.74K 右27.92K 右20.31K 左13.60K 左8.99K 左4.04K 左3.50K

所在地 宮城県黒川郡大和町 宮城県黒川郡大和町 宮城県黒川郡大郷町 宮城県宮城郡松島町 宮城県宮城郡松島町 宮城県東松島市川下 宮城県黒川郡大衡村 宮城県富谷市三ノ関

計画高水位 － 7.41 8.32 8.91 8.44 6.28 5.57 2.91
はん濫危険水位 － 7.30 8.20 － 7.90 － 4.5 2.90
避難判断水位 － 6.80 8.00 － 7.40 － 3.8 2.30

はん濫注意水位 － 5.00 5.70 － 5.80 － 2.6 1.80
水防団待機水位 － 4.00 4.00 － 4.00 － 1.9 1.30

平成27年9月11日3時 平成27年9月11日6時 平成27年9月11日8時 平成27年9月11日9時 平成27年9月11日9時 平成23年3月11日16時 平成27年9月11日4時 平成27年9月11日4時

6.10 8.88 9.36 9.43 7.96 6.23 5.69 4.02
令和元年10月13日5時 令和元年10月13日4時 令和元年10月13日4時 令和元年10月13日5時 令和元年10月13日5時 令和元年10月13日6時 令和元年10月13日2時 令和元年10月13日1時

6. 18 8. 41 9.92 10.07 8.67 5.67 5.77 4.12
既往１位 既往２位 既往１位 既往１位 既往１位 既往２位 既往１位 既往１位

- HWL超過 HWL超過 HWL超過 HWL超過 - HWL超過 HWL超過

既往最高

R1.10.12洪水

計画高水位(HWL)

１．令和元年１０月洪水（台風第１９号）の概要

（2）鳴瀬川水系の水位状況
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（3）吉田川の水位・雨量

吉田川の水位観測所では、約２７kmの区間で計画高水位（ＨＷＬ）を上回る水位を観測した。
昭和６１年、平成２７年の洪水波形と比較すると、水位が急激に上昇している。

１．令和元年１０月洪水（台風第１９号）の概要
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雨量（S61.8） 雨量（H27.9） 雨量（今回）

水位（S61.8） 水位（H27.9） 水位（今回）

水防団待機水位 4.00m

H.W.L 7.41m

10月12日 ※時間軸は今回です。10月13日 10月14日

はん濫注意水位 5.00m

避難判断水位 6.80m
はん濫危険水位 7.30m

HWLを5時間超過 HWLを４時間超過

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。

吉田川

主要地点の水位
（吉田川）

落合水位観測所 鹿島台（吉田）水位観測所

粕川水位観測所

HWL超過区間 約27km31
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雨量（S61.8） 雨量（H27.9） 雨量（今回）

水位（S61.8） 水位（H27.9） 水位（今回）

水防団待機水位 4.00m

H.W.L 8.321m

10月12日 ※時間軸は今回です。10月13日 10月14日

はん濫注意水位 5.70m

避難判断水位 8.00m

はん濫危険水位 8.20m
HWLを6時間超過

【鹿島台（吉田）】水位ハイドロ－ 【嘉太神】雨量ハイエト

【粕川】水位ハイドロ－ 【嘉太神】雨量ハイエト

【落合】水位ハイドロ－ 【嘉太神】雨量ハイエト
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（4）浸水被害範囲

台風第１９号の影響により吉田川では３３箇所の越水および１箇所の堤防決壊が発生し、約５,７００haと広い範囲に
浸水が広がった。

１．令和元年１０月洪水（台風第１９号）の概要

吉田川左岸 15.0k+78～16.8k L=652

吉田川左岸 11.4k+130～150 L=20m

吉田川左岸 17.8k-80～18.0k-5 L=275m

吉田川左岸20.9k L=100m
黒川郡大郷町粕川字伝三郎

吉田川右岸 18.4k-43～18.6k-62 L=181m

吉田川右岸20.0k
黒川郡大郷町粕川字丸山

吉田川右岸 21.7k-55～22.3k-30 L=515

吉田川右岸 24.0k～24.3k-58 L=84m
吉田川右岸 28.9k～29.1k-11 L=189m

竹林川左岸 0.0k～0.4k+43 L=443m

竹林川左岸 0.4k+131～1.4k-60 L=805m

竹林川左岸 1.4k+62～1.8k-95 L=243m

吉田川右岸 30.5k-24～+23 L=47m

竹林川右岸 2.2k+67～+106 L=39m

善川右岸 2.4k-49～-13 L=36m

竹林川左岸 3.0k～3.2k+15 L=215m

吉田川右岸 31.1k+110～31.5k-48 L=242m

吉田川右岸31.7k
富谷市志戸田字平成北

善川右岸 3.2k～3.4k+72 L=272m

善川左岸 3.2k-75～3.4k+108 L=383m

善川左岸 2.4k-51～2.6k-30 L=221m

善川右岸 0.2k-105～0.6k-38 L=350m

吉田川左岸23.5k
黒川郡大和町落合桧和田

吉田川左岸 21.7k+9～+33 L=24m

善川右岸 0.6k+80～1.4k-69 L=514m

善川左岸 1.8k-88～2.2k-158 L=356m

吉田川左岸 12.4k
宮城郡松島町竹谷

【決壊・越水・溢水箇所】
吉田川 17箇所
善 川 8箇所
竹林川 8箇所

合 計 33箇所

凡例
堤防決壊箇所
越水・溢水箇所（巡視により確認）
越水・溢水箇所（痕跡調査により確認）
浸水範囲

吉田川左岸 31.3k-128～31.5k+44 L=372m

竹林川右岸 2.6k+83～3.2k+100 L=617m

竹林川左岸 2.4k+35～2.6k-48 L=117m

竹林川右岸2.8k
富谷市三ノ関字馬場沢下

善川右岸 1.2k+87～2.0k-14 L=447m

吉田川左岸 28.9k～29.1k+17 L=217m

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。

10/23 22:00時点

吉田川

吉田川

善川

竹林川

吉田川



台風19号関連 災害対策車稼働状況

排水ポンプ車
全５２台により排水活動

（うち他地方整備局より２６台）

・吉田川関係 ４３台
・渋井川関係 ４台
・石巻市 １０台
・大崎市 ７台
・栗原市 ２台
・涌谷町 ４台
・その他 ２台

＊一車両が複数箇所で排水作業している場合があるため合計台数は一致しない

10月17日 19時撮影
14.2k左岸（大崎市鹿島台大迫字下志田地先）

10月18日撮影
14.2k左岸（大崎市鹿島台大迫字下志田地先）

排水ポンプ車投入台数
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決壊箇所
（吉田川左岸20.9k）

大崎市
（鹿島台）

大郷町

松島町

（3）吉田川氾濫状況

広範囲に渡って浸水
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２．令和元年１０月洪水（台風第１９号）のレビュー



２．令和元年１０月洪水（台風第１９号）のレビュー

（4）水防災拠点周辺浸水状況

浸水解消後においても塵芥等により車両通行不可。
⇒ 冠水しない避難路の確保

水防災拠点への避難状況

排水活動状況（大崎市鹿島台）

ホースブリッジにより
生活道路の機能を確保道路啓開作業状況
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避難行動宣言（旗・タオル等）ツールの導入

Ⅵ．新たなまちづくり・ソフト施策に関する主な対策

※具体的な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。

災害協定を結んでいる地元建設
業者の人手が不足し、対応が遅れ
る事態を防ぐため、複数の自治体
で災害協定情報を共有し、状況に
応じて連携市町村より応援要請を
行い、速やかな水防・復旧活動が
行えるよう努める。

個別訪問による未避難者の
確認時間を短縮するとともに、
避難行動を促すツールとして、
旗やタオル等を用いた避難行
動宣言の導入を検討する。

大郷町の避難行動宣言旗
自主防災組織による避難行
動宣言パネル（仙台市）

支援
要請

協定企業

自治体Ｂ

被災

自治体Ａ

協定企業

出動重複
対応不可

連携
支援要請

広域支援要請
広域支援

【市町・住民が連携して実施】

複数自治体連携による災害時広域支援協定

【市町が主体的に実施】

水防団等との双方向連絡体制の維持・強化

夜間作業用ライト・雨具等の防災拠点等への備蓄

行政の監視のみで把握できない越水や漏水箇所を、水防団等から
報告できるように連絡窓口を周知するとともに、収集した被災情報
を行政間（自治体－河川管理者）で共有する連絡体制を構築する。

夜間の水防・復旧活動に備え、雨具や照明等を水防災拠点等に備
蓄し、水防団等の活動の安全性を確保する。

【河川管理者・市町・関係機関が連携して実施】

【河川管理者・市町・関係機関が連携して実施】

排水管理情報の連結・共有体制の再構築
排水樋管操作に関して、操作ルールや管理者・連絡先情報等を関

係機関で共有し、内外水位の状況連絡や地域からの質問対応をス
ムーズに行えるように努める。 【施設管理者・関係機関が連携して実施】
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